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阪神大震災 における 「友人の死の経験」の語 りと語 り直 し
























私たちは日常、「時間が癒 して くれる」「時間をおく」「ねかせておく」 という言葉を使 ってい





らを時熟する」 ものだと考えた。また森有正(1978)は 、「体験」 と 「経験」 を区別 して、後者
の意味を時間との関係のなかで次のように述べている。「その時すべての映像 は時の堆積 を重 く
帯び、本当に人を養 うことができるようになる。そしてこの堆積が限 りなく発酵を重ね、その内
















点から喪失 と生成のライフス トー リーの分析を行 った。
やまだ他(1999)で は、上記の観点に加えて 「長期の時間軸の設定」を重視 して、青年期後期
の人々が震災における友人の 「死」をどのように経験 したのか、そのダイナミックな変化プロセ
スを、次の3点 か ら調べた。(1)「 死」の前の死者との関係性(出 会い、親密さ、心理的な距離、
死の前に何を共有 していたかなど)。(2)「 死」を知ったときの状況と短期的変化(死 の直前 ・




本研究では、やまだ他(1999)の 続報 として、前回の1年 後、震災か ら4年 半後に語 られた
「友人の喪失」を、長期的な時間軸からみた 「語り」 と 「語り直 し」(re-telling)に よる物語の
再構成と意味づけの変化に焦点をあてて報告する。
従来、「語り直し」の問題 は、過去の記憶の間違いや不確かさや信頼性の指標と して、あるい
は同 じテーマを異なるストーリーで物語る 「ヴァージョンのある話」 として分類される話型(小
林1995)と して、あるいは情報的には繰 り返 し話す必要はないが、参加者の協同体験を促し、
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所属感や連帯感を強ある役割 をす るもの(Norrick,NR.1997)として、付加 的 に と らえ られ る
傾向があ った。 しか し、本研究 では、物語 は本来的 に完結 した ものではな く、過去 も固定 され た
もので はな く、人 は生 きて い くプロセスにおいて、たえず物語 を修正 ・生成 ・変化 しつづけると
考える生成学(lagenetique)の 立場 に立っ。 したが って、時間をへ ることによって語 り直され、
新 たな意 味が生成 されて い くプロセスを解明す ることは、発達 と語 り研究 の中心的 テーマだとみ
な され る(や まだ2000)。
方 法
〔語 り手 〕震災 によって友人を亡 くした当時 に大学生 であ った20歳 代後半 の青年3人(い ずれ
も仮名)。 やまだ他(1999)と 同人物 。聞 き手 は、前回 と変更 した。第1イ ンタヴ ューは、..;
年7-8月(震 災後、約3年 半)。 今回 の第2イ ンタヴューはその1年 後、1999年7-8月(震 災後、
約4年 半)に 、一人 にっ き各約2時 間、半構造化面接 と目由な語 りを組 み合わ せて行 った。
(1)木 田さん(男)。 亡 くな った友人 は川野 さん(女)で 、友人 グループの一人で あ った。
震災時(1995。1.17)大 学4回 生 ・神戸市在住。
第1イ ンタヴ3一 時、大学 院生(26歳)、 神戸市在住 。
第2イ ンタヴュー時、大学 教員(27歳)、 京都市在住。
(2)林 田さん(男)。 亡 くな った友人 は浜野 さん(男)で 、 クラスとクラブの親友で あ った。
震災時大学4回 生、奈良県在住 。
第1イ ンタヴュー時、会社 員(26歳)、 千葉県在住
第2イ ンタヴュー時、会社 員(27歳)、 千葉県在住
(3)森 田さん(女)。 亡 くなった友人 は海野 さん(男)で 、 クラブのあ こがれの先輩 であ った。
震災時大学2回 生 、大 阪府在住 。
第1イ ンタヴュー時、大学 院生(25歳)、 神戸市在住。
第2イ ンタヴs一 時、大学 院生(26歳)、 神戸市在住 。
面接 には、 フェイス シー トとイ ンタヴュー用紙 を使用 した(項 目の詳細 は下記参 照)。 また、
イ ンタヴューの内容 は、語 り手 の許 可を得てテープ レコーダーで録音 した。
[フ ェイ スシー トの内容]… 語 り手 の年齢ぐ性 別、身分 ・職業 、最 終学 校、現況、出身地(主 に
育 った ところ)、 現在の居住地、現在の家族形態。
[イ ンタヴューの観点]前 回のイ ンタヴa一 結果 は語 り手 にフィー ドバ ックされ、好意的 な感想
を得てお り、研究者 と語 り手 との関係 は良好 な参画的関係 にあ る。ただ し、予見や誘 導を防 ぐた
めに、今回の研究 目的 その ものは面接前 には伝 えなか った。実 際のイ ンタヴ1で は、 自発性 を
尊重 し、会話 の自然 の流れ で自由に語 って もらったが、以下の ことは必 ず聞いた。(1)震 災 当
時の状況 と亡 くな った友人 とのっ きあい方。(2)震 災か ら4年 半 は、 自分 に と ってど の よ うな
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月日だったか。(3)現 在、震災のことを思い出すか。(4)友 人の不在を意識するのは、どうい
うときか。(5)友 人の家族 とのっきあい方や墓参 り。(6)こ の1年 の自分自身の変化や身近で
起きた変化。(7)イ ンタヴューの方法や研究に対す る率直な感想。
結 果 と考察
録音 した会話プロ トコルを逐語記述 し、詳細に分析した。特に各個人別に、1回 目と2回 目の
インタヴューにおいて、語りの内容が変化 した点と変化 しなかった点を比較 した。










る 「記念の作業」を友人たちと行い、聞 き手3人 のうちでは友人の死をいちばん早 く「乗り越え」












るのは僕だ けにな って いるんです よ...だか ら、 出 られへん ような感 じ。」「神戸 に亡 くな った子 の
知 り合 いがだれ もいな くなるんです よね、僕だ けになるって いうのがあ って。(1回 目)」
第2イ ンタヴューで は、引 っ越 した後の神戸の見方が 「外側か ら見 る」 よ うに変 わ った。 「自
分 の生活の場 というよりは、 まあ、遠い、なん というか、震災のあ った街 の変 わ った姿 やな って
い うふ うに、けっ こう距離を とれて見れ るよ うにな ったんで はないかなと、思 いますね 。(2回
目)」
興味深 いの は、「場所」 の経験が 「時間」経験 と連動 して いた ことであ る。 震災 当初 に比 べ る
と、物理的な時間 は変化 し、 自分 自身の ライフイベ ン トも、(大 学の卒業、大 学 院へ の進学 、 他
大学院への進学な ど)急 速 に変化 した。一方 では、「ゆっ くり震災の ことを、 まあ、考 え る時間
がなか ったなあ と思 うんですね。 もっと考 えるべ きや ったんかな、 とか思 いますね」 と語 られて
い るよ うに、震災の ことを考える暇 もないほど忙 しく時間 の流 れは速 かった。 しかし、その反面、
神戸にいたあいだは、時間 が止 ま ってお り、「時間を感 じて いない」 「時間が た ったという実感が
ない」状態で もあ った。「そ うですね、取 り残 された ってい うことか もしれませ んね。 と い うの
は、...も しか した ら、自分 がそ うい う、 まだ、 なんて い うかな、時間 を感 じて ないか ら。ず っと
神戸 におるんかな、 とか思 いなが ら。 ま、引 っ越 しす るのが じゃま くさか った ってい うの も大 き
いんですけど。 ま、で もや っぱ り、神戸 にお りたか った っていうの もありましたか ら、 うん。」
「復興 とか してい って、 ば 一っと早 く時間がた っている、周 りは。 でも、僕 は まだず っと固着 し
ている っていう、神戸 に、ず っとお るっていう感 じですね。」
上記 のよ うな語 りか ら、周 りの時間 はどん どん流れて いるにもかかわ らず、 自分はまだ神戸 に
いて 当時 の時間の流れ を生 きて いるような感覚 もあり、 どん どん流れ る時間 と、ある意味で止まっ
ている時間 とい う二重の時間の あいだを生 きて いたことがわか る。
彼 は神戸を 出たことは良か ったと、次の ように語 って いる。 「それ はや っぱ り距離 を とれた っ
ていうことですね。そんで、区切 りがつ けた とい うこと。 区切 りって 自分でよ うつけへんか った
んです よ。」「ま、 そういう意味で強制的な外 か らの力 って いうのを、なんてい うか、 それに頼 っ
たか も しれ ません けど、 ま、それに よって、ふ っきり、ふ っきれ る、ま、 きっかけにな ったと、
いうことで。そ うですね、す ごい良か った とは思 って ます。」「や っぱ り抜 け出ないかんわ けで、
その きっかけがや っぱ り必 要や ったんかな、 と、思い ますね。」
特 に興味深か ったの は、引 っ越 しによ って 自分 の居場所 が変わ り、「神戸」 に対 す る見方 が変
わ っただ けで はな く、「死者」の居場所 も 「神戸」か ら移動 させてお り、物語 が大 き く再構 成 さ
れた ことであ る。
木田 さんは、第1イ ンタヴューで、震災後何 ケ月か後 に一度 だけ見た川野 さんが出て くる夢 に
っいて言 及 していた。その夢 のなかでは二人 は同 じ神戸大 行 きめバ スに乗 って お り、川野 さんが
座 ってい る半 分があの世 で、木 田さんが座 ってい るもう半分 は この世であった。二っ に分かれて
い るとはいえ、同 じバスに乗 ってお り、「同 じ場所」に いた ことが、木田 さん に と って大 きな意
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味を持っていた。
第2イ ンタヴューでは、自らの移動に伴って死者の居場所 も移動 させた。例えば、前回 は、
「みんな神戸を出て行 って」しまって、神戸にいるのは自分だけになって しまった。「だか ら、出





















語り直しの契機になることが多い。私たちはライフイベントに伴 って物語を書 き換えなが ら、自
分の人生 に新たな意味を生みだしていると考えられる。
2林 田さん 一亡き友人の存在意義の強調、友人の勉強法の一般化
一あなたの息子 さんは、 二の世の中に何かを残 していった。それは私です。息子さんのおかげ
で就職もできました。 一
林田さんは奈良の自宅か ら神戸の大学に通 っていた。神戸に下宿 していた浜野さんとは、クラ
ブも学部 も同じであり親友だった。自身 も震災前 日、浜野さんの下宿に泊まりに行 くことになっ
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ていたが、病気でとり止めたため、被災せずにすんだ。2回 生のときに震災に遭い、震災直後の




表2に 、第1イ ンタヴューと比較 して、変化 した点と変化しなかった点をまとめた。変化した
第1点 は、友人が存在 していたことは 「忘れない」と存在意義がより強調され、対照的に震災体
験は 「忘れるかもしれない」と距離がおかれるようになったことである。そして第2点 は、60点
の勉強法が仕事にも応用され一般化されるようになったことである。
第1点 に関 しては、被災体験 は忘れるかもしれないが、浜野 さんが存在 していたことは忘れな
いという気持が強 くなった。前回のインタヴz一 では林田さん自身 は 「被災者ではない」 といい
ながらも、「引きずられるとねえ、駄目だか らねえ、_昔 のことと思わなかった ら、まあ無理だ
よ、大 ショックだったからねえ、神戸の人たちもそう思っているん じゃないの、_忘 れちゃいけ
ないことは、あるんだけれど、忘れて、がんばんないと、もう、やっていけないよ」 と語 ってい
た。







林田さんは、「友人を忘れない」 ことや、友人が生きていたことの意義を以前 にもま して強調
するようになり、それにっいての語りが繰り返 しみられた。
「(他の友人は)話 すのいやがる。死者のこと話すとよくないらしい。_俺 は話 したほうがい
いんじゃないかと思 ったけど、(他 の友人は)意 識的に避けた。...(俺 は)そ いつ(浜 野)が 生
きていたことを否定 したくないから。忘れるということは否定することじゃね えか。い じめで嫌
なのは、無視されること。忘れたふりをされること。二れはよくない。」









めた報告書を高く評価 した。前回は、「今、話 したもので、どんなもの書 くんやろということを
不思議に思うんだけどね、書けんのかなって、僕は思 うのよ、...た だ雑談みたいなこと話 して
て、研究材料になるんかなと思 って、不思議に思うんだけどさあ、...大丈夫?(1回 目)」と言っ
ていた。前回の論文を読んだ後の今回の語 りは、次のように変わった。「これはダントッだった。
_こ れは俺がしゃべっている口調で書いているからすごい。_身 近に感 じる。うまいな、と思っ
た。他の人のを見ていると、人それぞれ違 うんだな、と思った。死んだ人に対する想いと行動が













変化 した第2点 目は、前回語られた浜野 さんから教わった 「60点の勉強法」の一般化である。









か っていた。 しか し、今回は現在の仕事に役立っッールとして、 現在の文脈のなかに転移




林田さんは、先に述べたように 「友人の死」の重さに比べると、「被災者」 としての 自己の位




部パニ ックですよ。」「ここに阪神大震災来たら、 ビルごとっぶれるわけですか ら、どうしようも
ないですよ」 と分散システムの良さを主張するとき、「関学にいました、と言 った らわか るか ら













うきゅうの生活の中で、すごいやってはって。..」「私も今で もなんか(笑 い)、がんば らなきゃ




1イ ンタヴューと第2イ ンタヴューの語 りの変化は、表3に まとあた。










このような不在の語 りは、第1イ ンタヴ1と 同様だが、「思い出す間隔」が変わった。
「やっぱり思い出す とかそいういうことを感 じる間隔というのが以前と比べたらかなり広くなっ
てきているというか、時間的に。そんなにしょっちゅうしゅっちゅう思い浮かべるわけではなくっ
て、ただその思い浮かべるポイントはありますよね。 こういう時、 こういう時っていう、 この先






今回は自分が行動 したあとで、海野さんのことを思い出して 「喜んで くれるだろう」 と想 うよう
に変わった。
「彼ならこうしてたかなって、いうのを思い出すとか、何かそういうホントにちっちゃいちっ
ちゃいことが何度 も何度 も考えさせ られるきっかけになった。」「新 しい1回 生とかが入ってきて、
その時に、あ一海野さんなら、今 こういうふ うに言ってたんかな、...とか想 うと、それを(私 が)
やらなきゃと想ったりとか、そういう本来海野さんがいたらやっていただろうな、てことがめちゃ
わかんねん。だか ら、それを私が_が んばらなきゃって。(1回 目)」
「彼だったら、こうするだろうということで、そういうこと(暗 い時間)か ら逃れようとする
し、自分ががんばることで、彼が喜んで くれるだろうと、考える。それがふつうになってきてい




今回のインタヴs一 では、海野さんが生前 していたことをモデルに行動 し、海野さんの生き方
を自らの行動の指針や支えにす るのみではなく、「何かをやった後」で、海野さんのことを思った
り、海野 さんが喜んで くれると思 うようになった。海野さんが行動の導 き役だったところか ら、





と、とても忙 しい生活を送っていたが、次第に「焦 らなくて も」と考えるようになってきたことで
ある。
「(新しいライフイベントなど)な いです。 とても楽 しくやってます。妙にいろいろとそんな
に焦らなくってもって思いながら、というようになった気がします。それまで、余裕がないガーッ
という感 じで生活を してて。よく友達とかと話 してて私 もそうだなと思 ったんですが、道があっ
て、石があって、丁寧に一個一個の石を吟味しながら、自分の篭に入れていく人もあれば、たぶ
んガーッとけちらして、とりあえず前に向かって進んでいく人 もいるし。私 もすごい後者だった









い出して、むしょうに涙が出て来ることがあるんですよ(涙 ぐんで)。 ほんとにたまに。 これは、
ほんとにすっきりするっていう涙かな。あ～、会いたいな～。(2回 目)」







と 「共感」 しあえること、話あえることが大 きな支えになった。今回のインタヴ1で も、っれ










対 して、「しんどいだろうな」、「実際おな じような立場で、おな じ被害を受けた人が、話をで き
るというのはすごく大 きいことだと思 うね」と前回のイ ンタヴュー時にも述べていた。
「場所」は両義的である。悲嘆か らの立ち直りについて も、その場所を離れて新 しいところに
移ったほうがよいか、なじみの同じ場所にいたほうがよいか、外側の条件だけで考えることはで
きない。 しかも、場所の選択は、住居 も学校 も職場 も自分の意志だけでは決められないことが多
い。したがって、その場所を、どのように自己の物語のなかに意味づけていくかが重要であろう。








あがってきたりす ると、(あんなことが)あ ったね～ とかって。(2回 目)」
彼女は、フィー ドバックした前回の研究論文に対 しても好意的であったが、「死者の存在意義」














(海野さんのことは)決 して良い体験ではなかったけれども、大きな体験。残 された人の人生 の






H総 合考 察 一3人 の語 りの まとめ
今回のインタヴューでは、3人 の語りを第1イ ンタヴューと語りと、第2イ ンタヴューの語 り
直しの比較という観点か ら、できるだけ 「生の語り口」を生かして詳 しく分析 した。
「生の語 り口」を生かすのは、「数量化」よりも 「質」の分析と、個々の事例 「語 り手」の内
部における意味づけの変化の具体的分析を重視 したからである。また、それだけではなく、現場(ブイ ルド)
心理学の方法論として、「生の現場」「生の語 り」そのものから学ぶことが何よりも大切だと考え
るか らである。私たちは、既成の概念を トップ ・ダウン式 に現実のデータに適用するのではなく、
ロー ・データか ら学び、ボ トム・アップで理論構成する 「モデル構成的現場心(フィ ルド)理学」の方法論
(やまだ 正986)を 採用 した。 この方法論では、語 りのデータそのものは徹底的に事実 に基づい
ていなければならない。
この研究では、テープに録音した語 りをプロトコルに起 こした後、その語 りを分析す る前に、
語 りの文脈も含めて、全体として何が語 られているのかを読みとるために、丁寧に何十回も精読
した。言葉の一語に引きずられて、全体を読み誤 ったり、自分のもっている思いこみで安易に解
釈する危険を防 ぐためである。また、複数の人間が何度 もローデータまで戻 って、読み誤 りがな
いか、別の解釈の可能性がないか繰 り返 しチェツクして討論 し、何度 も書 き直 した。




















また、3人 ともそれぞれ に、 震災 と友人の死 に対す る意 味づけを行 う際の語 りの位 置
(position)が 異なっていた。特に興味深かったのは、語 り手と、語 りのなかで想定された 「他
者」との関係である。林田さんは、語りのなかで 「『親御さん』や 『東京の人』への語 り」を再
現(represent)し 、森田さんは、海野さんの死を 「友人」 と共有する 「語 り」 として再現 した。
語りは、話 し手と聞き手の共同生成であるだけではなく、話 し手がイマジネーションにおいてど
のような 「他者」を想定するかによって、語 りの位置が変わり、語 りの内容 も変化 した。
今回、いちばん興味深い論点としてあらわれたのは、〈場所と時間〉の関係であった。 この点
に関して、3人 の語りをまとめると、以下のようになる。




を生 きていたが、その時間感覚 も変化 した。
また、特記すべきは、自らの移動に伴 って死者の居場所 も移動させたことである。前回は、み
んな神戸を出て行 って、神戸にいるのは自分だけになって しまった。だか ら、神戸を出られない
と述べていたのに対 して、今回は、みんなが神戸か ら離れて しまった今では、彼女はもう神戸に
はいないのではないか、そして、誰 も知 り合いがいなくなったのだか ら、川野さんの魂は滋賀県










東京勤務 は 「神戸」ではなく 「関西」か ら離れたという意味が強かったと思われる。そして東京
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の人、っまり 「非関西人」に対 しては被災者、 「関西人」に対 しては震災時に神戸に(住 んで)
いなか った非被災者、さらにそれと区別される 「浜野さんの死」を加えれば、林田さんは震災に
ついて3通 りの意味づけをもち、状況に応 じて語 り分けていると考えられる。
ただ し、震災に関 して林田さんにとっては 「神戸という場所」よりも 「親友、浜野さんの死」
のほうが圧倒的に大きな意味をもっっていた。そして 「震災体験」が風化 し、 うすれていくのに
対 して、「親友、浜野さんの死」は逆に忘れないように、彼が生 きた存在の意味を残そ うとす る
語 りが強化された。また、語りの内容は時間的には回顧方向から未来方向に、社会的には私的か
ら公共の方向に変わった。浜野さんに教わった 「60点の勉強法」が、学生時代の思い出のみでは
な くなり、現在の仕事に使われる一般化されたッールとなったのも、「友人の死」 を忘 れないで
生かそ うという意味づけの一環と考えることができよう。













んを思い出し、モデルにして行動 していたのが、行動 した後で海野さんのことを思い返 し、海野
さんがよろこんでくれるだろうと思うようになった。
人生観は、一方で 「何があっても生きていける」と自信を深め、 もう一方では 「焦 らなくて も
いい」 とゆとりをもてるようになった。
以上のように、3人 の語りの主題の相違は、2回 のインタヴsを 縦断的に重ねあわせること
で、より明確になった。木田さんは 「神戸という場所」、林田さんは 「親友を忘れないこと」、森
田さんは 「いない友入と現在の自分との関係」が大きなテーマであり、その主題をめぐって、繰






に人生にっいての語 りは、固定 したものとしてあるのではなく、常に具体的現実 とのかかわりに
おいて、生成的に変化 しなが ら、語り直されているのである。また、自らの構成 した人生 にっい
ての物語をもとに、さらにその後の人生が意味づけらていくのであろう。
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表1木 田 さ ん の1回 目 と2回 目 の 語 り の 比 較
変化 した点 変 化 しなか った点
友達がみんな就職などで神戸を離れてしまったので、残ったのは自分だけ 夢の中で川野さんと 川野さんの住んでいた場 大学を卒業したために会わ
1回 目 語 りの まとめ になってしまった。そのために、他都市の大学院に進学したにもかかわら 同じ神戸のバスの中 所が通学の際に見える。 ないだけで、どこかで生き
ず、自分だけは離れられず、神戸に住み続けている。 にいた。 ているのではないか。
語りのまとめ 神戸から引越した・ 憂瀧 燈 つ意味力慢 律濃 嘉贈 灘 黎 魂が滋賀 購 灘 謄 すきつ 峯讐 窒1まどこかでまだ生
就職 に伴 い、震 災後初 めて 神 戸が もはや生活 の場 川野 さん の住 んでい 川野 さんの魂 は もう 川野 さんを思 い出す きっ 大学卒業 後、会わな くな っ
神戸か ら出 て、 京都 に引 っ ではな く、象徴 的な場 た所 には家 が建 って 神戸 にはない。滋賀 かけ と して滋賀 とい う場 て しまったほかの友人 と同
語 ら れ た 経 験 越 した。 所 にな った。 しまった。 また、神 に帰 って しま ってい 所が大 きな意味 を もっよ 様、会 うことはな いが どこ
戸 に川野 さんの知っ る。 うにな った。 かで生 きてい ると思 うこと
て る入はもういない。 があ る。
「ず っと神戸 におったわけ 「住んでた時 は、ま、 「神戸の街 が、あま 「亡 くなった子 は滋 「…滋賀県 の子 なんで、 「…大学 出た ときに、 ま、
です よね。 やっぱり、今年 それが、生活 の、ま、 りに ももう、復興で、 賀県の出身なんです 滋賀の方 を通ったときは、 みん な消 えてい った じゃな
か ら京都 に来 た ってい うこ 場だ ったんですけれど 例えばその子 が亡 く ね。で、ぼ くは神戸 思 いますね。大津 の駅前 いです か。…それ と同 じよ
とで、 また別の意味で震 災 も、 こっちに来てか ら、 な った空 き地 のあと でお って、大阪い っ に、あの、 お墓 があ るん うに、 この亡 くな った子 も、
の こと思 い出すよ うにな っ ま、全部の建物 が、な に も、 もう家 が建 っ て、京都で、滋賀 に です よ。 だか ら、大津の 消え てい った というか。」
たというか。」 んてい うか、象徴的に て しまった りとか し 近づいていってる…。」 駅 とお ったときとかです 「例えば、卒業 してから会っ
1姦 襲8麹 馨群 篭 繍 麗ぎ。Σ漁処警 轟 轟1瑳 線 雫電縛霊みた。。です。、ξ溜 偏礫ぶ皆腰
お そん で、 区切 りがつけた と ろではな くな ってるか も。」 んかな ってず っと考 場所 にへ ばりっ くんです れ とおな じ感覚 に近 いん で
1語 り口の具体例 線1蛎 閣髭親蓼翁號鷲騒翻 謹購都綴 、歪難銑鳶麓 募:禦訟騨雛岳暮2赫楚鷲蓑翫
す よ。」 て きたです し。… 自分 ですよね,あ の辺 り。 か思 ってたんです け や ったらやっぱ り、あの わか らへんな って いうこと
2回 目 「ま、そ うい う意味で強制 の生活の場 とい うよ り …だか らもう、お っ ど、… こんだけ時間 あ たり歩 いてた ら全部 そ は思 いますね。」
的 な外 か らのカ ってい うの は、まあ、遠い、なん てもしゃ一ないんちゃ 経 った ら、滋賀の方 の ことば っかり思 い出 し 「ほんまは生 きて るんちゃ
を、 …それに頼 ったか もし てい うか、震災のあ っ うか ってい う風な感 に帰 って るか と。… ます し、三宮 や った らま うか とか、思 いますね。」
れ ませんけど、…ふ っきり、 た街の変わった姿やなっ じで。帰 ったんち ゃ もうぼ くも、それやっ た別の三宮 の復興 とかで
ふっきれる、ま、 きっかけ てい うふ うに。」 うかな ってい う。」 た ら、 もう神戸抜 け わ 一っと感動す るし。」
にな ったと、いうことで。… て もええんか いなっ
す ごい良 か った とは思 って て いう…。」
ます。」
これまでは、神戸に住 み続 「神戸」が震災の象徴 友達の中で、 自分ひ 自らの移動(引 越 し)思 い出 は、特定 の場所 と 亡 くな った友入 とは、大学
けることに対す るこだわ り として見えるようになっ とりだけ しか神戸に に伴 い、川野 さん の の関係 で思 い出 され る。 の仲間であ り、大学卒業 が
があったが、外か らの力、 て きた。 この ように、 残 っていないので、 魂を神戸か ら移動 さ した が って これ ま で は 一 っの区切 りとして機能 し、
つま り就 職によ って神戸か 「神戸」 を距離 をと っ 出 られない と感 じて せ ることに よって、 「神戸」 が大 きな意 味 を 友人 の 占めて いた場所(空
ら離 れる ことになり、震災、 て客観的 に見 られ るよ いたが、神戸を離れ 新 しい布置関係 を想 持 っていたが、 自らが神 間)を それ ほど意 識化す る
友人 の死 に対す る意味づけ うにな った ことに対 し て しまったことによっ 定 し、 自分の いる場 戸 を出た ことによ り、意 機会 が少な いので、 もしか考 察
が変化 した。 て は、肯定的な意味つ て、川野 さん も、 も 所 に近づけ るように 味 づけが変化 し、「滋 賀」 した らどこかで生 きていて
けがな された。 うそこにはいなくなっ 語 られ た。 とい う場 所 も、友人 を思 い るので はないか と思 うこ




表2林 田 さ ん の1回 目 と2回 目 の 語 り の 比 較
変 化 し た 点 変 化 し な か っ た 点
生 前の浜野 さん は、人間関 年に2回 浜野 さんの実 震災は昔の ことと思 浜野 さんは、試験に 関西の人 と比べて、関東 卒業 までの 「2年 間守 って
係で も助けて くれる等 「非 家 に墓参 りに行 き、彼 わない と無理だ。大 合格 ライ ンぎりぎり の人 は震災への意識が薄 くれたので」、 毎晩 浜 野 さ
常 にいい奴」 だった。 いな が生 きていたと きの こ ショックだったか ら。 で通 るとい う 「60点 い。 ん に感 謝の祈 りをす る。
1回目 語りのまとめ 確 患ξ孕 たり・惜し 享『繰り返し両親に話 瀦 翻 §1'憲潔 驚 留 欝 毎
てがんば らないと、 のおかげで、試験等
や っていけない。 を通 り抜け ることが
で きた。
友 人の存在 を忘 れないよ う 友人の存在意義 と感 謝 震災体験 は薄れた。 「60点の勉強法」を 関東の人 との震災体験 の 「毎 晩の感謝」を欠か さな
語 り の ま と め に残 した い。 を友入の家族に語 る。 「天才 の勉強方法」へ 相違。 い。
と一般化。
浜野 さんを失 った ことが一 年1回 程度墓参 りに行 震災の ことを覚えて 全 く経験がない コン 現在の システム開発 の仕 毎晩 就寝前に、浜野 さん に
番 きっいので、忘 れないよ き、浜野さんの両親に、 いるのは難 しいか も ピュータ ・シス テム 事 にお いて、関西 にいた 感謝 す る。
うに、彼が存在 していた こ 彼に感謝 してい ること しれない。 開発の仕事を始めた という一言で、 コス トが
語 ら れ た 経 験 とを残 したい。 を語 る。 が、「60点 の勉強 方 高 いに もかかわ らず、震
法」を用いたおか げ 災対策の ための分散配 置
で、できるようになっ につ いて上司 を説 得でき
1た 。 る。
0「 や っぱ り友達 を失 って し 「俺に とって震災 は浜 「その場に生 きてい 「インター ネッ トも 「震災 によって被害 を受 「浜 野に感謝。寝 る前 に祈
[勢 こと力幡 きついか舞1禦義茜謙 驚 擬 協 麟 呈繍 念£諺1罐 膿 轟 。。、解 弩晶朧 葛た
「震災 という ことは忘 れか 浜野を覚えてい るやっ しいか もしれない。」 ステム開発するとは、 いま した、 と言 った ら、
けて るけ ど、浜野 の ことは がい ると言 ってや るこ 「震災 とい うことは どういうことかわか わか るか ら さあ、(上 司
2回 目 語り・の具体例 襟 濃 撫 とにょ肪 凝離 編 あな 繍 かもし欄'裾 。勉強方法 鵠 獅 けね・経験ヵ`
て、存在が残 るわけ。浜 野 たの息子 さんは、 この(60点 の勉 強法)を
が残 るわ け。」 世の中 に何かを残 して 真似するとすごいね、
「浜野が研究材 料にな るこ い った。それは私です。 す ごいやっ にはか な
とによ って、生 きていた と 息子 さんのおかげで就 わ ないけ ど。」
い う証拠 に近 いか ら。」 職 もで きました。」
前回、生前 の浜 野さんにつ 前回 も友人の家族に生 前回では、震災のショッ 前回 も林田 さん はシ 関西人 に対 しては奈良に 卒業 と就職へ の感謝 を 「毎
いて は、仲 の良 かった友入 前のことを繰 り返 し語っ クは大 きいが、忘れ ステム開発 にすで に 住 んで いた 「非関西 人」 晩の感謝」で表 している。
の喪失 という観 点で語 られ ていた。今回 はそれ に ないと、や って行 け 従事 して いた が 、 と して語 るが、東 京にい
た。だが今回 はそれだけは 加えて、彼のおか げで ないと考えて いた。 「60点の勉 強 法」 は る非関西入 に対 しては、
な く、浜野 さんが生 きてい 今の 自分があ ること、 今回 は、震災体験を 学生時代の ことにの 神戸 の大学 にいた 「被災
考 察 た証拠を残 す、とい う点 か 彼の存在意義を強調し、 忘れ るか も しれな い み関連づけられいた。 者」と語 る。聞 き手によっ
らも言及 されるよ うにな っ 感謝の気持 ちを表 して と語 られ、震災体験 と ころが 今 回 は、 て自己の位置 や物 語の内
た。 い る。 か ら距離 をおくよう 「天才 の勉強 方法 」 容 が変 わる。
にな った。 と してシステム開発
にも関連づ け られて
いる。
表3森 田 さ ん の1回 目 と2回 目 の 語 り の 比 較
変 化 し た 点 変 化 し な か っ た 点
さまざまなことを、海野 海野 さんは こうしてい 「死」がだれ にで も突 何 かを しなければな ら どこかで見 られ 海 野さんの実家 クラブのときに、
さん に結 びつ けて、よ く た、 こうす るだろ う、 然訪れ ることを実感 し ないと思い、ボランティ てい る感 じがす に行 き、家族 と 海 野 さんの こと
1回 目 語 り の ま と め 泣 いてお り、身体症状 に また、海野 さんのため た。 アなどを して、活動 的 る。 話 した りす る。 を思 い出す。
つ いての語 りもあった。 に こう したいと考 えな に動 いていた。
が ら行動 していた。
思 い出す際 の感情 が変化 何かをや り遂げたあと これか ら先 の自分 を想 焦 らな くて もいい と考 どこかで海野 さ 毎年必ず、海野 不在を感 じるの
語 り の ま と め した。 に思い出す。 うよ うになった。 え るよ うにな った。 んが見て いるよ さんの家族 と会 はクラブの とき。
うな感 じ。 うO
思 い出 し方 や、その時 の なにか行動 したあとで、 予想のつか ない未来 に この一年間、楽 しくやっ いっ もどこか か 震災の 日には、 海 野 さんの不在
感情 が変化 して きた。 海 野さんの ことを思 う 対 して、海野 さんの死 てい る。そ して、焦 ら ら、海野 さんが 必ず神戸 にこ ら を もっとも感 じ
語 ら れ た 経 験 よ うにな った。 を通 して経験 した こと な くて もいい と考え る 見て くれている れ るので、会 う るの は、本 当は
を活かせる。 よ うにな った。 ような感 じがす し、墓参 りに も い るはずのク ラ
る。 行 く。 ブにいないとき。
「最初 は、現実 にはいな 「彼だったら、こうす る 「話をしているときって 「とて も楽 しくや って 「その思し咄 し方 「震災の日には、必 「(彼の不在をもっ
いということ目体が、信 だろうということで、そ いうのは、…一生懸命 しゃ います。妙にい ろいろ が、あの人のとこ ずこっちに来られる とも強 く感じたの
じられないとい うか。 … ういうことか ら逃れよう べっていて、あとで何を とそんなに焦 らな くて ろへ行きたいとか んですよ。で、私も は)震 災後、 クラ
1重 艦 灘 纏 諜 蟄 縄 鱒蓉能 鵬 鑑 留1嫌;蹴 劉建縞 瑠 瀧 翫 謙毎磯;霧 』譲としき,z
聾 した。 … 去 年 、 友 達 の結 るだ ろ うと、考 え る。 そ んで すよね。… で も、 そ し ます 。 そ れ まで 、 余 きゃみ たいな、 支 参りに行って、彼の ほん とにい るraず
1離 魏たh.だ4良鰐 購 論勇鶏 犠 鰹 鍛饗 齪讐急ぞキIP鶴 謝踏 灘1灘 全瀧 畿 赫 丞
こ に い は る か もね 。』 こ て しま ったあ とで 、これ う言 ったな、こ う言 った 「道が あ って 、石があ っ うな感 じが します。Jう 。彼がもう一っ残 に、 い ない。 とい
2回目語り・の具体例 鴛劉 麓鍛 舖 塞躇 農 鱗 臨 騒 蹴 努1・謡 灘義 『離 蹴 場 銚 王1勤雅 鵬 靱 烈
を思 い出 して泣 くことは かなと変わってくる。海 みたいな。」 分のか ごに入れて いく に、片隅とかに、 がなけれct,友 達の 考えていたけれど、
ないんです けど、その笑 野さんの死があって、だ 「いっ死ぬかわからない 人 もあれば、 ガーっと いるような気が し 彼らとも、そんなに やっぱり、いない、
顔 とかを思 い出 して、悲 から、こういうふうになっ けど、何があっても生 き 蹴散 らして、 とりあ え たりとかね。… こ 頻繁に会ってなし亀か という感覚からは
しいとか じゃな く、むしょ たんかなっていう。頑張っ ていける、…海野さんの ず前に向か って進んで の辺とかも一緒に もしれない。そこで、 逃れられない。い
うに涙 が出て くることが ている私、後で、海野 さ ことを思い出すか、も し い く人 もい るし、私 も 歩いたりよくして 当時のことをいろい るはず。 今でもそ
あるんですよ。 ほん とに んを思い返す。いつ ぐら くはそれまでのプロセス す ごい後者だ ったんで たし、 やっぱりす ろ思い出して話すこ う思ってるね。 そ
たまに。 これはほんとに いからとかっていうの は で得たものによって、乗 すよ。その辺 がち ょっ こいたくさん(思 ともなかったかもし ういう意味では、
す っきりす る涙 ってい う ちょっとわか らないね。」 り越えていけるような気 と変わ って きたかな、 い出の場所が)転 れない。」 信じれてないのか
か。」 は しますね。」 この一年 くらい。」 がってるよね。」 な一。」
思 い出にふれ る些細な ご 海野 さんが して いた こ 「死」 は予想もっかず、 これ までは、 クラブや いっ も、海野 さ 気持 ちの切 り替 今 までいたと こ
とで涙 が出ていたが、思 とを思い出 しなが ら、 いつ誰に訪れ るかわか バ イ トに没頭 した りと、 んが、ど こかで えができたの も、 ろ、 また、い る
い出す際 の感情 が変化 し 同 じよ うに行動 してい らないとい うことを、 あ る意味やみ くもに進 見ていて くれ る、 葬式に行 って海 はずのところに
て きた。前 回は、身体症 た。 しか し、いつの頃 実感 した。 これか らの んで きたが、ゆ っ くり 見守 っていて く 野 さん の両親 と いない、とい う
考 察 状 の話 にふれ ることが多 か らか、何かを達成 し 自分が「楽 しみ」であり、 焦 らずに進 もうと考 え れ ると感 じてい 話 を したあ とで 事実 に直面す る
かったが、今回 はなか っ たあ とで、海野 さんの これ までの ことを支え るようにな った。 る。 あり、家族 との 機会 に、その不
た。 ことを思 い出す ように に生 きていけ るとい う 関係 は、 今で も 在 を感 じる こと
な った。 実感 をえてい る。 か なり重要 な も が多 い。
のであ る。
